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日本語には「といい」、「ほうがいい」、「なくてはいけない」などのような事態の必要

性を表す表現があり、「べきだ」もその表現の一つである(日本語記述文法研究会編

2003)。 

日本語教育において、今までの教科書は「べきだ」を導入する際、対人関係に留意し

た意見交換の場面が想定されておらず、ただ一方的に意見を述べる場合の「べきだ」の使

い方にとどまっている（『総合日本語第二冊（修訂版）』、『みんなの日本語中級Ⅱ本冊』な

ど）。市川(2007)によると、「べきだ」は会話においても用いられるとされる。「べきだ」

という価値判断を下す文法項目を学習者に教える際、実際の日常会話ではどのような場面

でどのように使われるのか、その特徴や留意点を示すことが必要である。また、高梨

（2005）によると「べきだ」は、「なくてはいけない」と「ほうがいい」と同じ文脈で使

える場合があるため、これらの形式との意味の異同が問題にされている。同じ文脈で使え

る表現の選択肢がいくつかがある場合「べきだ」をいつ使うのかが問題になる。 

そこで、本稿は日本語母語話者の使用に注目し、日常会話における「べきだ」の使用

実態と類義形式とされる「なくてはいけない」「ほうがいい」の使用実態を比較しつつ

「べきだ」の特徴を明らかにする。四つの話しことばコーパスと小説の会話文を利用し、

実例を収集した。そして、三つの形式を伴う述語の動作の主体の人称や文中の位置と成分

などの観点から違いを分析し、「べきだ」の特徴を検討した。 

その結果、「べきだ」が用いられる文中の位置と成分は、分析対象とした 262 例中最も

多いのは文末述語（150 例）であり、続いて名詞修飾語(92 例)、文中述語（20 例）であ

った。「べきだ」の使用は文末だけではなく、名詞修飾にも注目すべきことがわかった。

また、名詞修飾語用法での使用頻度は「べきだ」＞「なきゃいけない」＞「ほうがいい」

の順で、「べきだ」に圧倒的に多く見られ、名詞修飾節での使用や「〜こと」の内部への

生起頻度に差があることがわかった。 

次に、「べきだ」を伴う述語の動作の主体について考察した結果、一般称その他の用例

数は最も多く（87 例）、次に一人称主体（61 例）、続いて二人称主体（41 例）、一人称複

数（包含）（40 例）、三人称主体（33 例）である。一人称主体について、「べきだ」は主語

が一人称になれば、自分のことについて自分自身が意見を述べるような不自然さが生じる

ことがある（森山 1992、市川 2007）と指摘されていたが、森山(1992)が挙げた状況以外

に、「と思う」が後接する場合と引用節の場合は動作の主体が一人称でも許容される。 

一人称主体の場合「べきだった」と「ほうがよかった」は同じ「後悔」という気持ち

を表すが、「べきだ」は自分の努力が足りないといった自身に対する後悔があるのに対

し、「ほうがいい」はそれ以外に、外部の環境などの事情によってできなかった場合にも

使われる点を両形式の違いとして考察した。また、「べきだった」は、一人称主体の場合

では後悔を表すのに対し、二人称主体の場合では相手に対する不満を表すと考えられる。

しかも、相手が既に行った行為に対する不満を表す場合は【断定形（過去）】だけではな

く、【断定形（非過去）】も使われる。その違いについて、【断定形（過去）】は過去に起こ

ってしまった一回限りのことについて発話するのに対し、【断定形（非過去）】はその上

で、同じ状況が生じた場合の行為の必要性も含意することを考察した。 

日本語教科書や教材において、「べきだ」の導入や練習に終助詞を伴う例文が提示され

ることは少ないが、コーパスによる会話や会話文のデータでは、終助詞が伴う例が文末述
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語として使用の 150 例の 30.00％を占め、「べきだ」が二人称主体だけではなく、三人称

や一般称その他を主体とする動作に用いられる場合においても終助詞が使われている。日

本語教育においても伝達態度にも目を向けて学習者に示す例文を検討する必要があると考

えられる。 

最後に、「べきだ」に前接する語について、「べきだ」の前には意志動詞が来ることが

多く、その中でも「する」という動詞が前接することが最も多い。非意志動詞が前接する

場合はほとんど受身の形をとる動詞と「ある」が多く、非意志動詞が前接する 20 例中 15

例が名詞修飾語用法の用例であり、意志動詞が前接することは名詞修飾によって解除され

やすいと考えられる。また、影響を受ける対象が人である場合に自動詞が前接することが

許容されやすい傾向が見られた（例「私たちやほかの方に伝わるべきじゃないだろう

か」）。 

以上のように、本稿では日常会話における「べきだ」の使用実態や特徴について検討

してきた。本稿は「ほうがいい」と「なきゃいけない」としか比較することができなかっ

たが、「べきだ」の類義形式には「といい」、「ばいい/たらいい」、「てもいい」などもあ

り、これら諸形式との相違点についての考察によって、「べきだ」の特徴をさらに明らか

にしていく必要がある。 
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